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日本海溝・千島海溝地震応急対策計画

最大万人規模派遣
政府、積雪寒冷地の特性反映

中
部
横
断
道
早
期
事
業
化
を

山
梨
・
長
野
県
が
国
に
要
望

期
待
分
野
に
資
金
集
中

Ｇ
Ｉ
基
金
で

方

向

性

浮
体
式
洋
上
風
力
な
ど
経産省

発
生
土
の
適
正
管
理
支
援

再
生
資
源

利
用
促
進
計
画

参
考
様
式
を
作
成
日建連

施
策
の
９
割
　

達
成
見
込
む

環

境

行
動
計
画


年
度
時
点
進
展
状
況
国交省

４
週
８
閉
所
に
尽
力

日
空
衛

事
業
計
画

地
球
環
境
へ
の
貢
献
も

（２）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　５月２５日　（木曜日）

　
山
梨
県
の
長
崎
幸
太
郎
知
事

と
長
野
県
の
阿
部
守
一
知
事
は


日
に
東
京
・
霞
が
関
の
国
土

交
通
省
を
訪
れ

両
県
を
結
ぶ

中
部
横
断
自
動
車
道
︵
長
坂


八
千
穂
間
︶
の
早
期
事
業
化
を

求
め
る
要
望
書
を
吉
岡
幹
夫
技

監
や
丹
羽
克
彦
道
路
局
長
に
手

渡
し
た


　
要
望
活
動
に
は
両
県
知
事
の

ほ
か

中
部
横
断
自
動
車
道
北

部
区
間
広
域
連
携
懇
話
会
の
上

村
英
司
会
長
︵
山
梨
県
北
杜
市

長
︶
や
柳
田
清
二
副
会
長
︵
長

野
県
佐
久
市
長
︶も
同
行
し
た


　
中
部
横
断
自
動
車
道
は
新
東

名
高
速
道
路
の
新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

︵
静
岡
市
︶
と
上
信
越
自
動
車

道
の
佐
久
小
諸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︵
長
野

県
小
諸
市
︶
を
南
北
に
結
ぶ
高

速
自
動
車
国
道

こ
の
う
ち
途

中
区
間
の
長
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ

八
千

穂
高
原
Ｉ
Ｃ︵
延
長
約


︶だ

け
が
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い


産
業
・
観
光
の
活
性
化
や

災

害
発
生
時
の
代
替
輸
送
ル

ト

確
保
と
い

た
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る


　
要
望
書
で
は
早
期
に
具
体
的

な
ル

ト
や
道
路
構
造
を
示

し

両
県
が
進
め
て
い
る
環
境

影
響
評
価
︵
環
境
ア
セ
ス
︶
と

都
市
計
画
の
手
続
き
が
着
実
に

前
進
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼


防
災
・
減
災

国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に

必
要
な
予
算
・
財
源
を
例
年
以

上
の
規
模
で
確
保
し

同
対
策

完
了
後
も
国
土
強
靱
化
に
必
要

な
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と

は
別
枠
で
確
保
す
る
よ
う
求
め

た


　
経
済
産
業
省
は

日

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
企
業
な
ど
が
取
り
組
む
研
究
開
発

や
実
用
化
を
支
援
す
る﹁
グ
リ

ン
イ
ノ
ベ

シ

ン
基
金︵
Ｇ
Ｉ
基
金
︶﹂に
つ
い
て


今
後
の
方
向
性
を
示
し
た

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
技
術
の
開
発
な
ど

成
果
が
期
待
さ

れ
る
分
野
に
資
金
を
集
中
的
に
投
入

早
期
の
社
会
実
装
に
つ
な
げ
て
い
く

規
制
改
革

や
標
準
化
を
含
め

国
内
外
で
の
ル

ル
作
り
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
並
行
し
て
推

進
す
る

こ
れ
ら
を
反
映
す
る
た
め

基
金
の
基
本
方
針
を
変
更
す
る


　
日
本
建
設
業
連
合
会
︵
日
建

連

宮
本
洋
一
会
長
︶
は
元
請

と
し
て
施
工
す
る
会
員
企
業
を

対
象
に

建
設
発
生
土
の
適
正

な
管
理
を
後
押
し
す
る

２
０

２
１
年
７
月
に
静
岡
県
熱
海
市

で
発
生
し
た
土
石
流
災
害
を
受

け

建
設
発
生
土
の
再
生
利
用

や
不
適
切
利
用
防
止
を
促
す
観

点
か
ら
元
請
の
管
理
責
任
を
強

化
し
た
法
令
に
対
応

新
た
に

搬
出
土
砂
量
５
０
０
立
方

以

上
の
現
場
で
元
請
に
﹁
再
生
資

源
利
用
促
進
計
画
﹂
の
策
定
と

現
場
掲
示
が
規
定
さ
れ
た
の
を

踏
ま
え

記
入
方
法
な
ど
に
関

す
る
日
建
連
共
通
の
参
考
様
式

を
作
成
し
た


　
日
建
連
は
法
令
で
元
請
に
規

定
さ
れ
た
同
計
画
の
実
施
書
や

搬
出
後
の
土
砂
受
領
書
に
関
し

て
も

近
く
参
考
様
式
を
作
成

し
公
表
す
る
予
定


　
参
考
様
式
の
作
成
は
会
員
企

業
に
よ
る
記
入
方
式
な
ど
が
ば

ら
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で

再
生
資
源
利
用
促
進
計
画

な
ど
を
確
認
す
る
地
方
自
治
体

や
発
注
者
の
作
業
に
も
余
計
な

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る


Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ
の

対
応
は
待

た
な
し

測
量
機
器
工
業
会

　
日
本
測
量
機
器
工
業
会
︵
丹

澤
孝
会
長
︶
は

日

東
京
都

港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
２
０
２
３
年
度
総
会
を
開

き


年
度
予
算
と
事
業
計
画

を
承
認
し
た

総
会
後
の
懇
親

会
で
丹
澤
会
長
は
﹁
こ
の
３
年

間
で
当
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
て
い
る

人
手
不
足
や

生
産
性
の
向
上
が
課
題
と
な


て
い
る

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ

の
対
応
も
待

た
な
し
だ

当

会
が
対
応
で
き
る
分
野
は
広
が


て
お
り

会
の
活
動
を
通
じ

て
社
会
へ
の
貢
献
を
強
め
て
い

き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
‖

写
真


藤
澤
会
長
を
再
任

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
検
討

日
空
衛

　
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

︵
日
空
衛

藤
澤
一
郎
会
長
︶

は

日

東
京
都
千
代
田
区
の

帝
国
ホ
テ
ル
で
第

回
定
時
総

会
を
開
き

任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
藤
澤
会
長
を
再
任

し
た
松
井
栄
一
副
会
長︵
三
建

設
備
工
業
社
長
︶が
退
任
三
機

工
業
の
石
田
博
一
社
長

日
比

谷
総
合
設
備
の
黒
田
長
裕
社
長

の
２
人
が
副
会
長
に
就
い
た


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
藤
澤
会

長
は
﹁
人
手
不
足
に
加
え
資
機

材
価
格
の
高
騰

納
期
遅
れ


労
務
費
の
上
昇
で
採
算
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
の
が
実
情
で
は

な
い
か

時
間
外
労
働
の
罰
則

付
き
上
限
規
制
も
残
さ
れ
た
猶

予
期
間
は
１
年
も
な
い

働
き

方
改
革
の
実
現
こ
そ
が
担
い
手

確
保

業
界
の
発
展
に
つ
な
が

る
﹂
と
訴
え
た
‖
写
真


　
総
会
で
は
２
０
２
３
年
度
事

業
計
画
と
予
算
を
承
認
し
た


事
業
計
画
で
は
空
調
衛
生
工
事

業
の
認
知
度
向
上
に
向
け

新

た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
イ
ン
タ

ネ


ト
交
流
サ
イ
ト
︶
の
活
用
を
検

討
す
る


年
度
の
業
界
実
践

ス
ロ

ガ
ン
も
決
め

４
週
８

閉
所
の
拡
大
や
長
時
間
労
働
の

是
正

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
り
組
み

Ｚ
Ｅ
Ｂ
︵
ネ

ト

・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ビ
ル
︶

や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
推
進
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ


年
度
中
に
策
定
す

る
中
期
ビ
ジ

ン
﹁
日
空
衛
２

０
２
５
︵
仮
称
︶
﹂
の
準
備
も

進
め
る


魅
力
あ
る
道
路
建
設
業
に道建

協

　
日
本
道
路
建
設
業
協
会
︵
道

建
協

西
田
義
則
会
長
︶
は


日

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ

ル
ニ


オ

タ
ニ
東
京
で
２

０
２
３
年
度
定
時
社
員
総
会
を

開
い
た


年
度
の
事
業
報
告

や
決
算
を
承
認
し

本
年
度
の

予
算
や
事
業
計
画
な
ど
を
報
告

し
た

本
年
度
の
重
点
活
動
方

針
に
は
▽
防
災
・
減
災

国
土

強
靱
化
対
策
を
柱
と
す
る
積
極

的
な
公
共
投
資
に
向
け
た
対
応

▽
物
価
高
騰
へ
の
対
応
▽
担
い

手
確
保
に
向
け
た
働
き
方
改
革

な
ど
の
推
進
｜
の
三
つ
を
掲
げ

た


　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
西
田
会

長
は
本
年
度
重
点
活
動
方
針
の

推
進
に
よ

て
﹁
魅
力
あ
る
道

路
建
設
業
に
転
換
す
る
﹂
目
標

を
打
ち
出
し
た
‖
写
真


年

４
月
に
迫
る
時
間
外
労
働
の
罰

則
付
き
上
限
規
制
適
用
へ
の
対

応
で
は
﹁
長
時
間
労
働
削
減
で

効
果
が
あ

た
会
員
企
業
の
事

例
を
共
有
す
る
な
ど
継
続
的
に

支
援
す
る
﹂
方
針
を
表
明

国

が
掲
げ
る

年
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
達
成
に
貢

献
す
る
た
め

道
路
舗
装
分
野

で
Ｇ
Ｘ
︵
グ
リ

ン
ト
ラ
ン
ス

フ


メ

シ

ン
︶
の
推
進

に
も
意
欲
を
示
し
た


　
同
日
に
産
業
構
造
審
議
会

︵
産
構
審

経
産
相
の
諮
問
機

関
︶
グ
リ

ン
イ
ノ
ベ

シ


ン
プ
ロ
ジ

ク
ト
部
会︵
座
長
・

益
一
哉
東
京
工
業
大
学
学
長
︶

の
ウ

ブ
会
合
を
開
き

方
向

性
を
提
示
し
た


　
同
省
に
よ
る
と

基
金
造
成

時
に
投
じ
た
２
兆
円
の
う
ち


既
に

件
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

対
し

年
間
で
最
大
１
兆
８
３

０
０
億
円
の
拠
出
が
決
ま

て

い
る
事
業
の
進
展
を
勘
案
し


２
０
２
２
年
度
第
２
次
補
正
予

算
で
３
０
０
０
億
円


年
度

予
算
で
４
５
６
４
億
円
を
追

加

全
体
の
予
算
規
模
を
２
兆

７
５
６
４
億
円
に
拡
大
し
た


１
０
０
０
億
円
程
度
と
し
て
い

た
留
保
枠
も
３
０
０
０
億
円
程

度
に
増
や
し
た


　
こ
う
し
た
追
加
財
源
な
ど
を

基
に

取
り
組
み
を
拡
充
す
る

分
野
を
設
定

国
際
的
に
拡
大

す
る
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の

市
場
獲
得
に
向
け
て

大
量
生

産
に
適
し
た
風
車
と
浮
体
一
体

型
の
設
計
手
法
を
開
発
・
標
準

化
す
る

海
外
競
合
化
に
先
駆

け
て

低
コ
ス
ト
技
術
の
創
出

に
つ
な
げ
る


　
規
制
改
革
や
制
度
設
計
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む

Ｇ
Ｉ
基

金
に
基
づ
き
展
開
中
の
二
酸
化

炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

︶
を
用
い
た
コ

ン
ク
リ

ト
の
製
造
技
術
開
発

プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は

国
内
外

で
の
標
準
化
を
通
じ

製
品
の

付
加
価
値
を
明
確
化

関
連
学

会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針
類

へ
の
反
映
を
目
指
す


　
研
究
開
発
成
果
の
実
用
化

へ

脱
炭
素
事
業
に
先
駆
的
に

取
り
組
む
企
業
ら
で
構
成
す
る

﹁
Ｇ
Ｘ
リ

グ
﹂
と
連
携
を
深

め
る


建
設
業
許
可
の
承
継
制
度


年
度
は
１
１
３
５
件
認
可

国
交
省

　
建
設
業
許
可
の
承
継
制
度
を

活
用
し
た
事
業
承
継
の
認
可
件

数
は
２
０
２
２
年
度
に
１
１
３

５
件
だ

た


年

月
１
日

施
行
の
改
正
建
設
業
法
で
同
制

度
が
創
設
さ
れ
て
か
ら

認
可

件
数
は

年
度
に
２
０
３
件



年
度
に
１
１
２
７
件
と
推
移

し
て
お
り

比
較
的
順
調
に
制

度
活
用
が
進
ん
で
い
る
と
み
ら

れ
る


　

年
度
認
可
分
の
内
訳
は
大

臣
許
可

件

知
事
許
可
１
１

０
７
件

事
業
承
継
の
種
類
別

は
譲
渡
・
譲
り
受
け
が
９
６
１

件
で
全
体
の

％
を
占
め
た


合
併
は

件

分
割
は

件


相
続
は

件
だ

た


　
国
土
交
通
省
が
毎
年
行

て

い
る
許
可
業
者
数
調
査
で
集
計

し
た

改
正
業
法
の
承
継
制
度

は
持
続
可
能
な
事
業
環
境
を
確

保
す
る
観
点
か
ら

許
可
の
空

白
期
間
な
く
円
滑
な
事
業
承
継

を
可
能
に
し
て
い
る


　
許
可
行
政
庁
別
で
見
る
と


大
臣
許
可
は
関
東
地
方
整
備
局

の

件
の
認
可
が
最
多

知
事

許
可
は
認
可
件
数
が
多
い
順
に

大
阪
府
が

件

兵
庫
県
が


件

京
都
府
が

件

福
岡
県

が

件

東
京
都
が

件
と
な


て
い
る


　
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

︵
日
空
衛
︶
の
藤
澤
一
郎
会
長

は

日
に
東
京
都
内
で
開
い
た

定
時
総
会
後
に
会
見
し

２
０

２
３
年
事
業
で
働
き
方
改
革
の

推
進
と
地
球
環
境
の
貢
献
に
注

力
す
る
考
え
を
示
し
た

日
空

衛
は
設
備
工
事
業
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
要
望
活
動
を
日
本

電
設
工
業
協
会
︵
電
設
協
︶
と

と
も
に
展
開

藤
澤
会
長
は

﹁
発
注
者
団
体
や
建
設
業
団
体

な
ど
に
要
望
し
た

建
設
業
団

体
も
︵
受
注
者
と
い
う
︶
同
じ

立
場
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
い

る
﹂と
手
応
え
を
示
し
﹁
︵
発

注
者
に
対
し
︶
適
正
な
工
期
設

定
や
４
週
８
閉
所
の
現
場
増
加

な
ど
を
お
願
い
す
る
し
か
な

い
﹂
と
訴
え
た


　
藤
澤
会
長
は
建
設
業
と
同
時

に
時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
運
送
業
を
引
き
合
い

に

﹁
︵
運
送
業
と
比
べ
︶
建

設
業
に
対
す
る
世
間
の
認
知
度

は
あ
ま
り
高
く
な
い
﹂と
指
摘


長
期
間
に
わ
た
る
再
開
発
案
件

と
比
べ
事
業
期
間
の
短
い
設
備

投
資
が
増
加
し
て
お
り

﹁
短

期
集
中
の
案
件
で
は
働
き
方
改

革
の
取
り
組
み
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
こ
と
も
あ
る

リ
ニ



ア
ル
工
事
も
増
え
る
中

一

層
厳
し
い
状
況
に
な
る
だ
ろ

う
﹂
と
の
見
解
を
示
し
た


　
地
球
環
境
の
貢
献
に
つ
い
て

藤
澤
会
長
は
﹁
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
へ
の
具
体

的
な
手
が
打
て
て
い
な
い

高

い
技
術
力
を
持

て
脱
炭
素
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
当
協
会

の
も
と
も
と
の
ポ
リ
シ


優

先
順
位
を
徐
々
に
高
め
て
い
き

た
い
﹂
と
話
し
た


　
同
日
の
定
時
総
会
で
は
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
藤
澤

会
長
を
再
任

﹁
こ
れ
ま
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
思
う
よ

う
に
で
き
な
か

た
事
業
を
積

極
的
に
進
め
た
い
﹂
と
意
欲
を

示
し
た


　
政
府
の
中
央
防
災
会
議
︵
議

長
・
岸
田
文
雄
首
相
︶
幹
事
会

は

日
本
海
溝
と
千
島
海
溝
沿

い
で
予
想
さ
れ
る
巨
大
地
震
に

備
え

応
急
対
策
活
動
の
計
画

を

日
に
決
定
し
た

全
国
か

ら
テ

ク
フ


ス
︵
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
︶
や
自
衛
隊


警
察

消
防
な
ど
か
ら
最
大
で

計

万
人
規
模
の
広
域
応
援
部

隊
を
派
遣

想
定
さ
れ
る
被
害

規
模
に
応
じ
北
海
道
に
７
割


青
森

岩
手

宮
城
３
県
に
３

割
の
人
員
を
投
入
す
る

道
路

啓
開
の
手
順
に
除
雪
を
含
め
る

な
ど

積
雪
寒
冷
地
の
特
性
や

課
題
を
踏
ま
え
た
応
急
対
策
と

し
た


　
計
画
で
は

人
命
救
助
で
重

要
な
﹁

時
間
﹂
を
意
識
し


緊
急
輸
送
ル

ト
の
確
保
や
救

助
と
い

た
各
分
野
で
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
と
目
標
行
動
を
設
定
し

た

国
は
被
災
地
か
ら
の
要
請

を
待
た
ず
﹁
プ

シ

型
﹂
で

支
援
す
る


　
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る

北
海
道

青
森
県

岩
手
県


宮
城
県
の
４
自
治
体
を
﹁
重
点

受
援
道
県
﹂
に
設
定

広
域
応

援
部
隊
を
迅
速
に
投
入
す
る


　
被
災
状
況
の
調
査
や
道
路
啓

開
な
ど
を
担
う
テ

ク
フ



ス
の
活
動
規
模
は

重
点
受
援

道
県
管
内
で
約
６
８
０
人

全

国
の
地
方
整
備
局
や
地
方
運
輸

局
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
活
動
す

る
隊
員
数
は
約
１
５
８
０
人
と

し
た

重
点
受
援
道
県
へ
の
支

援
体
制
は
地
震
の
断
層
モ
デ
ル

に
応
じ
て
変
え
る

日
本
海
溝

モ
デ
ル
の
場
合

北
海
道

そ

れ
以
外
の
３
県
に
半
数
ず
つ


千
島
海
溝
モ
デ
ル
の
場
合

北

海
道
に
７
割

３
県
に
３
割
の

テ

ク
フ


ス
を
派
遣
す

る


　
こ
の
ほ
か
国
土
交
通
省
や
道

路
管
理
者
の
役
割
と
し
て

緊

急
輸
送
ル

ト
の
通
行
可
否
情

報
の
共
有
や
点
検

除
雪
や
啓

開
活
動

応
急
復
旧
な
ど
を
記

載

陸
路
の
輸
送
が
困
難
な
場

合
の

港
湾
や
漁
港
の
活
用
に

つ
い
て
も
明
記
し
た


　
政
府
が
２
０
２
１
年
に
発
表

し
た
被
害
想
定
に
よ
る
と

避

難
行
動
が
遅
く
な
る
冬
季
の
深

夜
に
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合

最
大
で
日
本
海

溝
地
震
は
死
者
約

・
９
万
人


全
壊
約

万
棟

千
島
海
溝
地

震
で
は
死
者
約

万
人

全
壊

約
８
・
４
万
棟
に
達
す
る
と
い

う


　
国
土
交
通
省
は
﹁
環
境
行
動

計
画
﹂
に
盛
り
込
ん
だ
各
施
策

で
２
０
２
１
年
度
時
点
の
進
展

状
況
を
ま
と
め
た

各
分
野
で

取
り
組
む
環
境
施
策
を
調
査

し

件
数
や
普
及
率
と
い

た

数
値
目
標
を
所
定
の
年
度
ま
で

に
達
成
で
き
る
か
を
定
量
評
価

し
た

９
割
の
施
策
は
目
標
の

達
成
が
見
込
め
る
状
況
で

着

実
に
計
画
が
進
ん
で
い
る


　

日
の
社
会
資
本
整
備
審
議

会
︵
社
整
審

国
交
相
の
諮
問

機
関
︶
環
境
部
会
と
交
通
政
策

審
議
会
︵
交
政
審

同
︶
交
通

体
系
分
科
会
環
境
部
会
の
合
同

会
議
で
報
告
し
た

各
施
策
の


年
度
ま
で
の
実
績
値
や
実
施

状
況
を
踏
ま
え

目
標
年
度
の

目
標
水
準
到
達
見
通
し
を
Ａ


Ｅ
の
５
段
階
で
評
価
し
た


　
建
設
関
連
施
策
で
は

新
技

術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
︵
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｓ
︶
登
録
技
術
の
直
轄
工

事
の
活
用
件
数
が
２
１
６
９
件

だ

た


年
度
目
標
は
３
０

０
０
件
で
﹁
目
標
年
度
に
目
標

水
準
と
同
等
程
度
﹂
と
な
る
Ｃ

評
価
だ

た


　

年
度
ま
で
に
一
定
の
普
及

を
目
指
す
低
燃
費
型
建
設
機
械

は

普
及
率
が
油
圧
シ

ベ
ル


％
︵
目
標
値

・
３
％
︶


ホ
イ

ル
ロ

ダ

６
％
︵
同


・
７
％
︶

ブ
ル
ド

ザ



％︵
同

・
３
％
︶と
な
り


い
ず
れ
も
Ｃ
評
価
だ

た


　
新
築
物
件
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
︵
ネ


ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ハ

ウ
ス
︶
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ
︵
ネ

ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

・
ビ
ル
︶

の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ

％



％

と
も
に
Ｃ
評
価
だ

た



年
度
の
１
０
０
％
達
成
に
向

け

着
実
に
割
合
を
増
や
し
て

い
る


　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

関
連

で
は

下
水
処
理
場
の
上
部
へ

の
太
陽
光
発
電
の
導
入
促
進
は

Ｄ

洋
上
風
力
発
電
の
固
定
価

格
買
い
取
り
︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
︶
認
定

量
は
Ｂ
と
な

た


　
施
策
全
体
で
は
﹁
目
標
水
準

と
同
程
度
・
上
回
る
﹂
と
さ
れ

る
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
評
価
が

％

︵
１
０
２
施
策
︶
を
占
め


﹁
目
標
水
準
を
下
回
る
﹂
Ｄ
評

価
は
２
％
︵
２
施
策
︶
に
抑
え

た

﹁
デ

タ
未
集
計
な
ど
﹂

と
さ
れ
る
Ｄ
が
６
％︵
７
施
策
︶

あ

た


右
か
ら
長
崎
知
事

吉
岡
技
監


阿
部
知
事


